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皮膚科領城感染症に対するS-1108の 臨床的検討

矢野光政 ・小野早苗 ・吉田彦太郎

畏崎大学医学部皮膚科学教室*

藤田和夫

健魔保険諌早総禽病院皮膚科

皮膚 感 染症18例 を対象 にS-1108を1回75mgま た は150mgを1日3回 投 与 し以下 の成

緬 を得 た。

臨床 効果 は,18例 中著効2例,有 効14例,や や有効1例,無 効1例 であ り,有 効率 は88、9

%で あ った。

細 菌学 的効果 は,投 与前12株 が 検出 され全株 消失 した。

副作用 は,便 秘1例,胃 痛1例 であ ったが,い ず れ も軽度 であ つた。

臨床検査 値異常 はS-GOT,S-GPTの 上 昇1例 と好酸 球増 多1例 で いず れ も軽度 であ った。

key words: S-1108, 経 ロセ フェム剤,皮 膚科 領域 感染症

S-1108は,塩 野義 製薬 研究所 で新 しく開発 され た

エ ステル 型経 ロセ フェム系抗生 物質で あ り,4位 の カ

ル ボ ン酸 に ビバ ロイル オキ シ メチル基 を有す るこ とに

よ り消 化管 か らの吸収性 を高 めた プロ ドラ ッグ製 剤で

あ る。 本剤 は内服後 腸管 壁の エステ ラーゼ によ り加水

分 解 を うけ抗 菌 活 性 体S-1006と して 体 内 に 分 布 す

る1)。

本剤 の抗菌 スペ ク トラム は,グ ラ ム陽性菌(腸 球 菌

は除 く),グ ラム陰性 菌(緑 膿 菌は除 く),一 部の嫌 気

性 菌 に強 い抗 菌力 を有す る2～3)。

今 回,我 々は皮膚科 領域 の感染症 に対 して本 剤の有

効性 お よび安全 性 を検 討 した。

当科お よ び健 康保 険諌早総 合病 院皮膚科 の外 来 に受

診 した症例 の うち同意 が得 られ た皮 膚感 染症18例 を

対象 と した。

性,年 齢 は男性12例,女 性6例,22～86歳,疾 患

は毛嚢 炎6例,皮 下膿 瘍1例,感 染性粉瘤3例,表 在

性の二 次感 染8例 で あ った。

投 与 法,投 与 量 お よ び投 与 期 間 は,1回75mg

(10例)ま た は150mg(8例)を1日3回,5～10

日間食後 経 口投与 した。

臨床効 果 の判定 は,主 要 自他 覚症状 の全般 的改 善度

が3日 目に治 癒 または著 し く改 善 した もの を著効,7

日目に治 癒 また は著 しく改 善 した もの を有効,7日 目

にやや改 善 した ものをや や有効,7日 目に改 善が み ら

れ なか った もの を無効 の4段 階で判定 した。

細 菌学的 効果 は,消 失,減 少,菌 交代,不 変の4段

階 で判定 した。

なお,投 与前 に膿汁 を有 し,本 剤投与 により膿汁が

な くな り検 体採 取 不能 とな った場合 は菌 消失 として

扱 った。

各症 例の 臨床 成 績 はTable1,2に 示す通 りであ

る。 疾患 別 臨床 効果 はTable3に 示す よ うに毛嚢炎

6例 中著効1例,有 効4例,無 効1例,皮 下膿瘍1例

は有 効,感 染 性粉 瘤3例 中有効2例,や や有効1例,

表在 性 の 二次 感 染8例 中 著効1例,有 効7例 であっ

た。全 体 と して18例 中著 効2例,有 効14例,や や有

効1例,無 効1例 で あ り,有 効 率 は88.9%と 優れた

成 績が 得 られ た。

ま た,投 与前 の分 離 菌 は,Table 4に 示 すよ うに

Staphylococcus aureus 7株, Staphylococcus

epidermidis 2株 coagulase negative Staphylo-

coccus 2株, Citrobacter freundii 1株 の計12株 が

検出されたが全株消失 した。

副作 用 は18例 中 胃痛1例 と便秘1例 の計2例 にみ

られたが,い ず れ も軽 度 で投与可 能で あった。

本剤投与前後に臨床検査が実施された症例は15例

で あ り,そ の うち 臨 床 検 査 値 異 常 の 発 現例 は,S-

GOTが33単 位 か ら54単 位,S-GPTが34単 位か ら

74単 位 と軽 度上 昇 した1例 と好 酸球 が6%か ら14%
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Table 1-1. Clinical results of treatment with S-1108

と増加した1例 の計2例 にみられたが,い ずれも軽度

であった。

本剤は皮膚科領域感染症で頻回に検出され る

S. aureus (MRSA は除 く)を 含むグラム陽性菌に

強い抗菌力を有 して お り,今 回,我 々が検討 した皮 膚

科領域感染症に対して本剤の基礎の成績が反映したと

考える。

以上の成績から本剤は皮膚科領域感染症に対し1回

75mgま たは150mgの1日3回 の経口投与で臨床効

果および除菌効果が十分期待できる薬剤と考える。
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Table 1-2. Clinical results of treatment with S-1108

C N S: Coagulase (-) Staphylococcus
D. M.: Diabetes mellitus
N. T.: Not tested

Table 3. Clinical effects of S-1108
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Table 4. Bacteriological effects of S-1108
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S-1108, a new oral cephem antibiotic, was administered to 18 patients with superficial

purulent infections in a dose of 75 mg or 150 mg t.  i. d. and the following results were
obtained.

Clinical effects were excellent in 2 patients, good in 14, fair in 1 and poor in 1, and the

rate of clinical effectiveness was 88. 9 %.
The bacterial effects was eradication of all strains of the 12 organisms isolated.

Side effects occurred in 2 patients, stomachache in 1 and constipation in the other.
Abnormal laboratory findings were found in 2 patients and consisted of slight elevation

of S-GOT and S-GPT in 1 patient and eosinophilia in 1 patient.


